
　個人情報保護に関して、企業等の取組みを評価
する制度として、プライバシーマーク制度、
TRUSTｅ制度があります。それぞれ目的や評価対
象、評価方法などが異なりますので、企業にとって
有効な制度を活用して下さい。 
 
■ プライバシーマーク（Pマーク）制度 
　プライバシーマーク制度は、個人情報保護に関
する日本工業規格（JIS）に適合し、個人情報の取
扱いを適切に行うための体制を整備しているか否
かにつき、第三者機関である財団法人日本情報処
理開発協会（及びその指定機関）が審査し、適合し
ている企業については認定するとともに、その証
として「プライバシーマーク」のロゴの使用を許諾
する制度です。 
　第三者認証を受けるメリットの一つとして、認証
取得企業は、少なくとも個人情報保護への取組み
を積極的に行っている企業であるとアピールする
ことができます。また、最近はデータ処理などの業
務を委託する場合、委託先にプライバシーマーク
の取得を義務付ける企業・団体が出てきたり、消費
者も自分の個人情報がどのように取扱われている
か不安があり、信頼できる企業かどうかという確証
を求めています。したがって、企業としては、プライ
バシーマークを取得する意義は十分にあります。 
　平成17年4月現在、約1,300社が認定を受け
ています。主な業種として、情報サービス・調査業、
印刷・出版業、労働者派遣業、運輸・通信業がありま
す。業界の趨勢として取得の方向にあれば、検討
の余地があります。 
　プライバシーマークは、社内体制確立、社内教育、
JISに適合したコンプライアンス※・プログラムの
作成、実施及び運用（PDCAサイクル）の段階を経
て申請し、審査を受けて認証されます。 
　申請料金は、新規の場合、企業規模に応じて30
万円・60万円・120万円の3段階ですが、それ以
外の取得費用は、企業が自力で取得するか外部の
コンサルタントの支援を受けるかどうか、また、企
業規模によって異なります。マークの有効期間は2
年間で、更新には別途、更新料が必要となります。 
 
※コンプライアンス：一般的には、「法令遵守と訳され、法律や
企業内の規定・規則を守ることをいいます。 

＜参考URL＞ 
プライバシーマーク制度 

http://privacymark.jp/ 

■ TRUSTｅ制度 
　TRUSTｅは、オンライン、ネットワーク上の個人
情報取扱いに関する認定制度を管理している、米
国の非営利団体です。日本国内では日本技術者連
盟（JEF）がTRUSTｅと提携して、認定業務を運営
しています。 
　TRUSTｅの定める基準を満たして個人情報を
適正に管理していると認定されたWebサイトは、
「TRUSTｅプライバシー・シール」の取得を申請
することができます。認定を受けた企業は、
TRUSTｅマーク（オンラインプライバシー保護シー
ル）をサイト上に掲示する許可が与えられます。 
　TRUSTｅ取得を希望する企業は、審査代行機関
である「TRUSTｅ認定審査パートナー企業」の中
から一社を選択し、審査・コンサルティングを受け
る必要があります。審査・コンサルティング料金は
各審査パートナーにより異なりますが、最低でも数
十万円となります。ライセンス料（1年更新）は、企
業の年間売上高によりますが、1億円未満の場合
は72,000円です。 
　TRUSTｅマークには、通常のウェブサイト向け
認証マークのほか、取扱う個人情報に応じて複数
の認証マークがあります。 
　PマークとTRUSTｅマークの一番の違いは、
TRUSTｅはネットワーク上における個人情報保護
認証マークであるという点です。 
＜参考URL＞ 
TRUSTｅ制度　http://www.truste-jp.org/ 
 
　以上の他に、個人情報保護を含む情報システム
全体のセキュリティを取扱う「情報セキュリティマ
ネジメントシステム（ISMS）適合性評価制度」が
あります。 
＜参考URL＞ 
ISMS適合性評価制度 

http://www.isms.jipdec.jp/ 
 
　「個人情報保護法」は「個人情報取扱事業者※」
であるか否かにかかわらず、全ての企業・団体・組
織が遵守すべき法律です。今後も継続して、適切
な個人情報保護を実践してください。 
※個人情報取扱事業者：過去6ヶ月以内に5,000件を超える個

人情報を取扱った事業者。 

 

　平成17年4月から「個人情報保護法」が施行され、個人情報を厳重に管理してい
ます。個人情報保護の取組みを客観的に評価する制度や、個人情報を適切に扱っ
ている事業者として、消費者や取引先にアピールできる仕組みはありますか。 

 お問合わせ先 「経営相談・窓口相談」に関するお問合わせ先 
 新事業支援グループ TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5481 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/sodan　E-mail joho@joho-iwate.or.jp

★ビデオ・図書室を新設 
★事務所を1室に統合 

　先月号にてお知らせしたとおり、当センターは組織体制を
グループ制に移行いたしました。 
　それに併せて、これまで2室に分かれていたマリオス7階の
事務所を1室に統合し、新たにミーティングスペースを備えた
「ビデオ・図書室」を新設しました。 
　ビデオ・図書室とミーティングスペースはどなたでもご利用
できます。皆様のご利用をお待ちしております。 
　また、11階の会議室も7階に移動しました。 

事務所移動のおしらせ 

お し ら せ ！ 

エレベーター 会議室 

マリオス 
7F

事務所 ビデオ・図書館図書館 
ミーティングスペース 
ビデオ・図書室 
ミーティングスペース 

育成支援グループ TEL. 019-621-5390  FAX 019-621-5480 
人材育成担当 Ｅ-mail  monoaca@joho-iwate.or.jp 
 URL  http://www.joho-iwate.or.jp/kenshu

お申込み・ 
お問合わせ先 

新製品開発セミナー 　 
　「自社製品を作って世の中へ売り出したい。」という御社
に、製品開発力から販売までの一連の手法を習得するヒン
トをお知らせします。 　 　 
●内　容 製品開発、販売チャネル 
 営業戦略、プロモーション 他 
●講　師 （株）ラディックス  望月 明人 他 
●日　程 平成17年6月15日・16日  
●会　場 盛岡市・岩手県自治会館 
●受講料 20，000円 

　当センターでは、県内ものづくり産業の国

際競争力の強化と一層の集積促進を目指し、

品質、納期、コスト各般に渡るカイゼン能力の

高い意欲的な人材育成を支援するため、本年

度より「いわてものづくりアカデミー」を開催

することとしました。ものづくり現場の活性化

とカイゼン意欲の高い企業風土の実現を目指

し、精選したメニューとカリキュラムを準備い

たしておりますので、ものづくり企業の方々

の積極的な受講をお待ちしております。 

工程カイゼン基礎講座 　 
　多品種少量生産に対応した工程管理・工程改善のポイ
ントについて学ぶことにより、御社のカイゼンへの取組
みのきっかけづくりを行います。 　 
●内　容 多品種少量生産への対応、工程管理方法、

ムダ・ムラ・ムリ、モデル工場改善実習 他 
●講　師 （株）アドバンス経営 中田 耕治  
●日　程 平成17年6月1日・2日 
●会　場 北上市・北上市基盤技術支援センター 
●受講料 20，000円 

業務システム構築セミナー 　 
　ITを活用した生産管理・品質管理等の業務分析の考え方・
手法を学ぶことにより、業務の効率化をサポートします。 　 
●内　容 業務フローチャートの作成 
 自社の業務フロー改善策作成 
 自社業務システムの構築　他 
●講　師 オフィス朝比奈　朝比奈　純一 
 岩手大学地域連携推進センター 
 インキュベーションマネージャー  安保  繁 
●日　程 平成17年6月10日・17日、 
 ７月8日・22日、8月5日、9月2日・16日 

（計７日間） 
●会　場 北上市・北上市基盤技術支援センター 
●受講料 20,000円 
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